
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cycle1:企業の存在意義の提示 

Cycle2：組織の構造とプロセスの統合(調整) 

Cycle3：内部・外部のステークホルダーの関与 

Cycle4：全社的ブランド行動の統合(調整) 

Cycle5：モニターリング・システムの構築 

危機： 

ビジョンに

一致する

必要性 

危機：全社的 

実行の必要性 

危機：すべての内部のサブ・ 

カルチャーを巻き込む必要性 

危機：ローカル・ブランド・ 

オーナーシップの必要性 

危機：部門横断的な

ナレッジの必要性 

全社的な実行 

時

間 

図 1 企業ブランド・マネジメント実行 

における潜在的危機 

出所：Schultz, M., Antorini, Y.M. and Csaba, F.[2005], Corporate Branding : Purpose/People/Process,  

Copenhagen Business School Press, 2005, p.230を基に.筆者作成。 



 


